
蚕泊の鍾査は、齢福のディスクカードガ怠い



このたびはデータイースト・ファミリーコンピュータ首

ディスクカード「議議持昔寺三81.企騒な三XJをお負
A ，ニヒ

い上げいただきまして、誠にありがとうございました。ご
&ヲ・ かた しよう 0，令

使用の前に取り扱い方、使用上の注意など、この「取扱説
的い c. ょ たど しJ:Hlう ゐいよう

明書」をよくお読みいただき、正しい使用法でご愛用くだ
と・"相..噌今めい c. たいせつ "かん

さい。なお、この「取扱説明書」は大切に保管してください。

法いか(t=.t常 生いよ今 かん と あ

また、ゲームの性格上、内容に関するお問い合わせには、
"き‘・~危 ~dl.t1

一切お答えできませんのでご了承ください。

議詰の益壷は、前議のディスクカードがないと蓬めること

ができません。

危険な二人
19日目年1月20日初版。1989OATA EAST CORP. 

発行 (!2!]デティヨト織ま会社

干167東京都杉並区上荻2-3ト12
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禁無断転載

:::b咽・P..J-=に~51・:bo・=1:怪買量的高繍です.
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.レース単に韮を藷レたライター・箇品構土。そして、その
レースの益出に告速で椅善かに義語された筒晶の轟.援宇t
また、 舗 の会ぇ主としてレースlこ雌しながら謝意

訟を畠こし、その径ネ暑な差益事設完を主げた麗.白持厳、
そして彼らの友人・ 高杉勇介…。

ERR.20 必昆邑酋のデータガ臨み愈れ怠い.

け 21
ERR.22 ディスクカードの信重ガ通話から島ゐ取れ怠い.

.お 一一「一一
EÂÁ.g~ ディスクカードの通益ガ金るーから&ゐ取れ忽い.

25 I 

ERR.26 ディスクカードlこ正しくSAVEでき怠い.

ERR.27 

..28 
ERR ・29 速度ガ合わ怠い.

ディスクカードlこSAVEできる強りの節分ガ
ERR.30 I G~\. 

守，，、‘ .
ERR.31 ディスクカードのデータ叡ガ実際と合わ怠い.

『 ードの磁気フィルムC君nゃキズガついている.1・ERR.20-401 ，̂'， ， --1 
..¥ ""川 10ディスク力ードの信号ガ捕えている. 1 

の主怠原因 I .， I 
loディスクドライブのヘッドガ怒れている. J 

・寄りの任天質へご栂麟ください.

魯 QfZEJ iL3 
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ディスクシステムが ノ穴入

正常に作闘しなくなったときには・.. ) ，-， 【

エラーメッセージ 内容または対処方法

DISKSET 
ディスクカードを正しくセットしてください.

EAR01 

BATTEAY 電山圧qがJ濁".く怠っています.(祉新、しい舵守山竃泡、か、 一AC一 l 

EAR02 戸ダブタを取りつけてください.)

EAR03 
ディスクカードのツメガ折れています.

ツメの所~~hにテープを駈" ってください.

EAR04 
遭，がったメーカーのディスクカードガセットされ

ていま曹.

EAR05 
遭，がっ定ゲームの名‘のディスクカードガセットされ

ています.

εAR06 
遭ったJIージョンのディスクカードガセットさ

れていま菅.

A茸百iOE 'Ai.ピBー置のAをi属"01.して指L示Uどおりセット.
EAR07 

εAR08 
遭".ったu周・囲A・山のディスクカードガセットされてい

憲司1.

14 
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告ぇ宝じースで白精力、走こした事散をきっかけに、ぃミ

l っかの掛かつづいた。量内、なオ」トペィJレースの益
i に轟く暴ぃ員広告径には笑だかりな語溢血誌も踊れといる
『 ょうだ一一語字の議されたホ

リ
臨界

い移

キ

れ

お負

.

の

が

マ

ま

を

益
出
面
カ
善
掘

さ査
か値目

帥岡

ツ

も

M

重
、

判捜

蜘内

・

出ハ
合

れ

ゆ輸

が

凪

ム

同大
、
た

わ密

ク

に

一

ぜう
盤

の

コ

帥中

チ

一

に

帆湾

イ

の

だ

、サ

)

伽台

ケ

そ

ん

、
ン

/

で

，
(
岬望

ポ

た

ル

ウ

ち

を

ス

い

テ

ヨ

た

H

籍

の

て

つでいる。

〆， 

吉社lま種薙な又歯髄採が繕み合いながら、余金森な廷が
りを克せようとしている。オレは品先の員量崩事.岩権二
飴l己佳議を遍かれながらも益壷をつづけていたが、そ?の主
出で、議箇のご撞のき梓益金が這来と踊宇が謡うことに嵩
ぐ会がついた。 ‘ / 
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それは、一人でいること、革手とは語iに来て白装、lまとJ
ど前持品を取っていることだった。ォレの事梓量全には、

かのじ，どう ζ 今 こ. . .こ て.ゎ

いつも彼女が同行しており、細かな聞き込みなどは手際よ

く処金してくhていた。が、善箇の事梓の髄巌暑には経~.
の舌くからの差片(箇晶尖量、議諺、…)が審く、事件発

韮量拍は結当lごジョツクを受1オていた接手で、しばら<謡

説で採量を1&った益は、最援に揃っていたのだった。

じかし、金支な極量1<1:<主人員援で議主を2コづけていた

らしく、語長での益金で会き詰まっていたオレに量量な福

報をもたらしてくれた。、

-サーキットから韮を請したままであった窓枠の謡を量る
eか ~"LÁ l: I::".J‘ ぬかすh'司，.. 

男・岡崎慎二がν凍京に、それも高杉勇介のマンションに

身を舎せているというのだ。績を、筒届を白い詰める之と

で、益壷は語長に進展するに逼いない。

オレと詩宇が箇歯の語れる嵩諺のマンシヨンlこ夫ろうと
ひと勾 枇 þ， ~.

すると、一人の男が現われた。
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L ~ Iすみつ よわかぜ

.湿気や署さにはとっても弱い。風
とお すす If ¥...! 11 かん

通しのよい涼しい場所に保管しよう。
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ちやタメ。ディスクシステムの説明書もよく読もう/
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ディスクカードは含までの

カセットよりもデリケート.

注..珊を守ってやらないと、

こわれちゃうぞ/

i ディスクカードは矢面I~取り緩おう E 
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筒晶だ/

オートパイに桑り、差り主ろうとする筒品。逼差するオ

レ。釜易に轟し功、かる鑑しい嵐、そして揺論議…。
おかぎ'‘ み札'. ......， て・

岡崎を見失うわけにはいかない。必ずこの手で、オレの
て はAにん 吟俗、

手で犯人を持者まえてみせる。‘

オレ白昼のためにも…、

、 そして、洋子のためにも…。
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撞査方法K=:由民国一 • こうへん ぞうき はじ Uゅんび ひつよう

後舗の捜査を始めるためには準備が必要だ/
きどう

砂ディスクシステムを起動させよう。
ファミリーコンビュータ本体

と円iAMアダプ夕、ディスクド

ライブを正しく接続してから、

本体のPOWERをONにす

するとマリオとJレイージが追い

かけつ乙をする畠笛が畠るので、

「議員持邑量三81r金融な三入J(前議)Jのディスクカー

ドのSID主瓦を主にしてセット。この晶、いきなり「ー-

rl色髄な三入J(議論)J のディスクカードをセッ卜すること

のないように遥念しよう。歯酋がきちんと畠ない蒔は、も

うこ産量拍から議議をよく轟かめながらセットし箇そう。
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纏査 方法 E 戸 時 四 一 • ナ。 c_.，..(:;..グ

“NOW LOADING..."と
山句じがのA

という表示画面のあとしばらく
.. ~tI ..のA で

待っと、右のような画面が出て

くる。ここで "A、B SIDE 
x~- Ul令じ で .. 

ERR.07"という表示が出た時

は、ディスクカードをこ産取り
~ ..ィ tt x- '¥え 会"

出して、 SIDEAを上にしてセッ トし直そう。

持昔寺三aiの最壷は歯酋に峯去されているコマンドを持

遂にチェックしていくことがポイントだ。コマンドの街蓄

をもう一度押さえておこう。

に

M
時

同時

る
る

べ
べ

u
調

凶調

を
を

ど

す
子

な

付機

絹

凶

の

ち

叫人

ゐ持

る

の

る

い

る
品分

べ

に

べ
じ自

ら
U

所

ら

や

し
ぼ場

し
臥ロ聞

と
の

の
M

留

ひ

そ

も
い遺

•• 
-なにかみせる

自発の舟っている醤晶詰などを箱主に免せる蒔に。
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淫意E

「前編」のディスクカードでは
ニ今ヘA

なく、いきなりr後編」のディス
がのA

クカードをセットすると画面に

"ERR.OB"の表去があらわれ、

益金を諸説することができない。

また、 r前論」の益金を巌予した

ディスクカードがないと吋

の益壷をスタートでき志いの

要注意/
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纏査方法EE町屋町田
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ぞうさ さいかい

惨さあ、提査を再開しよう/

日 措 置 4 U M  
吋 圃圃

岡田園
11 :.. 

これで左のようなタイトル

歯酋が白てくる。セレクトボ
:::1:'-"'1ユ.-

タンで '"を(CONTINUE)
ふ お

に合わせスタートボタンを押
がめJ.. L t.: 凶

し、画面の指示に従い「一一
A UJ.. ι，ヒ" .:.-').、<・."

r危険な二人以後編)JのSIOE
1_ ，・ がの< ~そのよ号 ζ

A者i:_fにしてセッ卜すると、画面に御苑洋子のメッセージ

があらわれる。さあ〈議議〉の詰まりだ、益金を詣簡しよう。

:J:t"'f忌.-

送意2
益金を這出の訟指力、ら詩編さ

せる跨には、必す「前編」のデ
がめA

ィスクカードのタイトル画面の

(CONTINUE)Iこ'"を合わせスタートさせよう(セレクト

ボタン司スタートボタン)。袈って(STARnで始めてしま
いま ~令. .ろ( . 

うと、今までの捜査記録はすべて消えてしまうので要注意/

• 
ぞうき いらじらゆ号だん さいかい とき

・檀査を一時中断・再開する時に。
「議論」の量壷を量めていくうちに、最主に持きtきまった

り、蒔箇が走らなくなったりした蒔には、コマンドの串か

ら「そうさやめるJ を益ぼう。するとメッセージ・ウイン

ドに予のような崇去があらわれるので、 @ボタンを舟そう。

そして畠酋の指去に挺ぃ議存を

蓬め、 r前議」のディスクカードの

A面をセット。するとタイトル画

酋に金わり、芸までの益金主語力、

ディスクカードに記憶されるんだ。

遥意3
r語論」の益主選金出か・詩編させる詰も、r前議」のディス

エーのん “ '" 削除A コシ手

クカードのA薗をセットしι後、タイトル蘭面の(CONTI

向。E)Iこ合わせてスタート。そして歯酋の指去に合おせZ

r議論」をセツトし酋そう。いきなりr議論」をセット甘ると、
1'14 x，- 11，令じ す E

函函に¥lERR.08"が表示されてしまうことを志 すに/
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